



































































































































































































































































































































































































































 7) 『事実文編』第 4巻、国書刊行会、1911年。
 8) 例えば、進士慶幹『由比正雪』5–6頁。


































































 41) 『池田光政日記』157, 159, 176, 242頁を参照。
 42) 『祖心尼公法語』270–271頁。
 43) 熊沢蕃山『集義和書』（後藤陽一・友枝龍太郎（編）『熊沢蕃山』日本思想体系 30、岩波書店、
1971年、213頁）による。「　」の中で引用された文は、『論語』「為政」によるものである。
 44) 黒住真『近世日本社会と儒学』東京大学出版会、2003年、158頁。
 45) 大桑斉・前田一郎『羅山・貞徳『儒仏問答』―註解と研究』ぺりかん社、2006年。
  小沢富夫・山本真功『備前心学をめぐる論争書』玉川大学出版部、1988年。
